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ぼく じふ い つてき び やうし やう 

「墨汁 一 滴」 だか 「病 牀 六尺」 だか どちら だか はつ 

し き 

きり 覚えて ゐ ません。 しかし 子規 は どちら かの 中に 夏 

目先 生と 散歩に 出たら、 先生の 稲 を 知らないのに 驚い 

たと 云 ふこと を 書いて ゐ ます。 或 時 この 稲の 話 を 夏 目 

先生の 前へ 持ち出す と、 先生 は 「なに、 稲 は 知って ゐ 

うそ 

た」 と 云 ふので す。 では 子規の 書いた こと は譃 だった 

のです かと 反問す ると 「あれ も譃ぢ やない がね」 と 云 

ふので す。 知らなかった と 云 ふの もほんた うなら、 知 



それから 又 夏 目先 生 の 話に 子規 は 先生 の 俳句 や 漢詩 

もちろん 

にいつ も 批評 を 加へ たさう です。 先生 は 勿論 子規の 

自負心 を 多少 業腹 に 思った のでせ う。 或 時 英文 を 作 つ 

てんぜん 

て 見せる と —— 子規 はどうし たと 思 ひます か？ 恬然 

とその 上に かう 書いた さう です。 ヴェ リイ. グッ 

ド！ 



てゐ たので せう し、 わたし は 又 外国に ゐ たのです から、 

ごもつ と 

坐らない 人間ば かり 見て ゐ ましたし」 と 御尤もな 註釈 

を もっけ 加へ たもので す。 

ごめん かう む あ ひだ いで 

では これで 御免 蒙ります。 それから この間お 出に 

なった 方に もちよつ と 申し上げて 置いた のです が、 ど 

うか 「子規 全集」 の 予約者の 中に わたしの 名前 を 加へ 

て 置いて 下さい。 以上。 

(大正 十三 年 四月) 
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